
皆さまからお寄せいた
だいた募金は子どもや
高齢者、障害者を支援
する施設や団体、地域
をより良くするための
ボランティア活動など
に役立てられています。
また、今年度の街頭募

金は全65団体、541名の方にご協力いただき、計682,547円の
寄付金を募ることができました。皆さまからの温かいご支援、ご協
力に感謝申しあげます。ありがとうございます。

市営バス  　９・58・113系統
京急バス  　110系統
神奈中バス　60系統

〈アクセス〉●ＪＲ磯子駅より徒歩12分
●「間坂」バス停より徒歩２分
●「磯子センター前」バス停より徒歩1分

「磯子センター」
バス停

「磯子センター」
バス停

賛助会員のご案内賛助会員のご案内
「賛助会員」は、社会福祉協議会の活動をより充実させ
ていくため、趣旨にご賛同いただける方に財政的支援
をお願いしている会員制度です。いただいた賛助会費
は区内の福祉保健活動に役立てられています。

●賛助会員会費〈個人〉年額　1口　1,000円
〈法人〉年額　1口　10,000円

●入会方法・手続き
郵便振替 口座番号：00240-9-77406
加入者名 社会福祉法人横浜市磯子区
　　　　 社会福祉協議会

※お問い合わせいただければ振込用紙をお送りいたします。
　また、直接磯子区社会福祉協議会窓口でもお受けいたします。

令和7年11月1日～令和8年1月31日（順不同、敬称略）
●ご協力ありがとうございました！●

［個人］光山九洲生、小川貴之、匿名1名
［団体］シティー開発株式会社、医療法人社団蒼風
会、有限会社金子油店、株式会社メイク、東京液化酸
素株式会社、永田歯科医院、匿名1団体

令和7年11月1日～令和8年1月31日（順不同、敬称略）

善意銀行
～あたたかいご寄付をありがとうございます～

【物品】岡村地区社会福祉協議会、三親住設株式会
社 （計3回）、ザシティ新杉田店（計3回）、京急杉田
自治会、東芝労働組合横浜支部、キオクシア労働組
合大船支部、匿名1名

【金品】磯子区子ども会連絡協議会、神奈川機器工
業株式会社、IHI労働組合連合会横浜支部ジャパ
ンマリンユナイテッド横浜労働組合、匿名3名

物品についてはお問い合わせください。

横浜銀行　磯子支店（341）
　　　　 （普通）6079872
名義：社会福祉法人 横浜市磯子区
　　　社会福祉協議会 善意銀行

～ご寄付の方法について～
磯子区社会福祉協議会へお持ちいただくか、ご連
絡の上、下記の銀行口座にお振込みください。な
お、確定申告などによって、所得税法及び地方税
法上の寄付金控除をうけることができます。

令和7年度共同募金報告

より豊かな社会の実現のために、市民の自
発性のもと、磯子区内で行われる茶話会な
どのサロン事業支援を目的とした助成金の
説明会を開催します。希望する団体はいず
れかご都合の良い回にぜひご参加くださ
い。なお、会場の都合上、参加者は各団体1
名とさせていただきますので、ご協力よろ
しくお願いいたします。

※申請書やてびき等は説明会にて配付します。ご欠席の団体には説明会以降に窓口にて配付、
　または本会ホームページに掲載いたしますので、各団体でご対応ください。
※助成金申請期間は、4月6日㈪～4月24日㈮

令和8年3月18日㈬
①13：00～14：00　②17：00～18：00 ※2回とも同内容

日時

場所

問い合わせ先

磯子区福祉保健活動拠点（こすもす広場）4階　多目的研修室

磯子区社会福祉協議会（平日9時～17時）TEL 045-751-0739
※ご来館の際は、公共交通機関等をご利用ください。

令和8年度いそごサロン事業助成金 説明会

いつもご寄付をいただきありがとうございます。皆さま
からのご寄付は、視覚障害者の方々への音声訳などの
活動をしている当会の活動費に充てさせていただいて
おります。今後も視覚障害者の方々に寄り添った活動に
努めていきたいと思っています。

配分団体からのメッセージ
磯子区録音ボランティア・アマリリスの会

通常の学習塾とは異なり、その子どもに合った適切な
教材や文具をそろえることができているのは皆さま方
のご支援のおかげと心より感謝しております。

寄り添い型学習支援ばるーん

共同募金寄附金総額：15,000,046円
内訳　赤い羽根募金：  9,390,505円
年末たすけあい募金：  5,609,541円

（令和８年１月末現在）

令和8年度磯子区ふれあい助成金・団体助成金 説明会
より豊かな社会の実現のために、市民の自
発性のもと、磯子区内で行われる非営利な
地域福祉推進事業や障害福祉推進事業を
支援することを目的とした助成金の説明会
を開催します。希望する団体はいずれかご
都合の良い回にご参加ください（事前申込
制）。なお、会場の都合上、参加者は各団体
1名とさせていただきますので、ご協力よろ
しくお願いいたします。

※説明会は先着順となりますので、定員に達した場合のみ申込者へご連絡します。
　それ以外の方には連絡いたしません。

①団体名②参加者名③電話番号④参加する回を明記の上、
窓口またはFAX・メール・二次元コードから。

令和8年3月18日㈬
①14：00～15：00　②18：00～19：00 ※2回とも同内容

日時

場所 磯子区福祉保健活動拠点（こすもす広場）4階　多目的研修室

問い合わせ先 磯子区社会福祉協議会（平日9時～17時）

申し込み 3月13日㈮まで　各回50名（先着順）

TEL 045-751-0739
※ご来館の際は、公共交通機関等をご利用ください。

　施設×地域 ISOGOつながるネットワークは、佐々木淳
施設長（峰の郷）、前田卓哉施設長（たきがしら芭蕉苑）、
田中利昌施設長（新磯子ホーム）の3人が中心となり立ち
上がりました。佐々木施設長は「まずは施設同士のつな
がりを作り、各施設が地域の方にも安心して頼ってもら
える存在になれたら」、前田施設長は「地域の皆さんとも

つながりたいので、こうし
た活動を皆さんに知って
もらう機会も増やした
い」、田中施設長は「施設
がつながることで、自分た
ちの施設だけではできな
いことも解決できるよう
な連携につなげられたら」
と話します。

　磯子区内の福祉施設と地域の方々がつながる場として、昨年度から「施設×地域 
ISOGOつながるネットワーク」の活動が始まりました。福祉施設といっても、高齢
者・障害者・子どもなど、その対象はさまざまです。これまで施設間のつながりが薄
かった状況を踏まえ、施設の種類を問わず地域での連携を深めることを目的に立ち
上がりました。この取組は社会福祉協議会専門機関部会のプロジェクトとして行わ
れています。
　今年度は、施設の職員が互いの情報交換をする交流会を2回、各施設の運営に
役立つような研修会を1回実施し、情報共有やグループワークを通じた課題の共有
などを行いました。10～20施設の参加がありますが、今後もさらに多くの施設の
皆さんとつながり、広がることを目指しています。引き続き交流会や研修会を通し
て、まずは互いの施設のことをよく知り、「顔の見える関係」を築いていくことに取り
組んでいきます。
　各施設の担当者が変わることもありますが、施設同士のつながりが途切れない
ように継続していくことも重要です。各施設の事例を共有しながら、将来的には施
設同士の連携にとどまらず、施設と各地域の住民とのつながりを作れるような取組
へと発展させていくことを目指しています。

　福祉施設と地域がつながる事例の一つが、
昨年10月に滝頭地区で初開催されたハロ
ウィーンイベント。スイッチON磯子滝頭地区
推進員会が企画し、このイベントにはたきがし
ら芭蕉苑や新磯子ホームなどの施設も協力し
ました。こうした取組を施設間で共有し、磯子
区内各地に広げていきます。
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新磯子ホームの田中施設長（左）
も仮装して参加ネットワークの代表 佐々木施設長

施設×地域 ISOGOつながるネットワーク
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社会福祉法人　横浜市磯子区社会福祉協議会
磯子区磯子3-1-41 磯子センター5階
TEL：045-751-0739　FAX：045-751-8608
MAIL：info@isoshakyo.com
ホームページ：https://www.isoshakyo.com

令和8年3月発行
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磯子区社会福祉協議会
マスコットキャラクター ふくちゃん

この広報紙の発行については、
赤い羽根共同募金を活用しています。
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